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2 Ka －10 小学生の服装にみる洋装化
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＜目的＞日本は明治の開国以来、皇室が率先して洋装を正式な服装に定め、政府要人、軍
隊や官吏などの制服として洋装化力昿 められた。しかし、庶民全体の洋装化はかなりの時
間を要している。本研究では、時間的変化が捉え易いと考えられる小学生の洋装化に注目

し、洋装化の進展の軌跡を実証的に調査し、その経過を地理的、社会的、経済的背景など
との関係において考察する。
＜方法＞ある時代の様子を推定させる指標として、当時の写真、特に地域的、経年的変化

を見るのに適当な卒業記念写真からのデータを用い、まず、洋服・和服の着用割合を調査
した。調査地域は、明治政府の産業立国政策下における絹産業の重要な拠点の一つであっ
た高崎・前橋を中心としたJ  R高崎線沿線の地域、及び、幕末から明治後期まで生糸の運

搬に利用された 絹の道”の要めとして栄え、生糸の集散地でもあった八王子地域などを
対象とした。

＜結果＞服装調査の結果、どの小学校の場合も洋装化は男子が女子より早かった。明治30
年から40年代のかなり早い時期に、ごく少数であるか、市街地の小学校において洋服の着

用者が時々現れている。しかし、暫くはとくに増加することなく推移するが、大正期から
明瞭な増加傾向が認められた。高崎線沿線で比較すると、洋装化は東京に近いところから
順次伝搬するのではなく、東京から北上すると同時に高崎から南下していったことがわか

った。この現象には、各地域の産業の発展の軌跡か関係していると思われる。

2 Ka －11 衣生活におけるリサイクルの問題について（1）

玉田　真紀（尚綱女短大）

日的　 大量生産、大量消費の社会ができる以前、繊維製品は無駄にできない物として扱われ、着

用から再利用、廃棄まで考えて繰りまわし 使いきる工夫をしてきた。布や衣服は貴重な物であり、

生活する上で上手に 再利用する技術を身につけることが必要不可欠だった。そうした価値観も、

作り直す技術も伝承されなくなった今日、消費型社会の生ん･だ廃棄物は環境を破壊する問題とし

て深刻になってきている。本研究では繊維製品の今後 のリサイクルについて考えていくために。

地方行政における衣類ゴミの分別収集方 法について一般家庭に配布されるゴミパンプレ ットより

調べ、生活者にとって口常リサイクル･を実行しやすい状況にあるかを考察した。ここでは東北地

方6 県について調杏した結果を述べる。

方法　 平成ﾌ年5 ～6月に宮城県、8 年5～9 月に他s県 の計400 市町村に郵送法でゴミパンフレットを

依頼し収集した資料より、繊維製品がどんなゴミの扱いになっているかを調べた。

結果3 □市町村（78% ）より回答を得た。内9 市町村はパンフレットを作成していなかったので

304 市町村の資料が回収できた。また聞き取りにより内容を把握した8 市町村を加えて考察した。

東北地方の274 市町村(85 ％）が衣服等を可燃ゴミ扱いにし、資源回収扱いはわずか92 市町村

(29%) だった。いかに燃やされてしまっているかがわかった。資源回収の方法は市町村が日や

場所を決め一括に集める方法と、子供会や町内会など地域の集団資源回収を支援する方法があり、

廃品業者が少なくなった今日、生活者の意識を高め自主的に地域で回収する方法がより多く見ら

れた。資源回収といってもパンフレットには詳しい回収日や出し方もなく生活者が出しにくいも

のが多く、資源化を進める意識は低かった。
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